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新潟県の文化財シリーズ新潟県の文化財シリーズ

  写真･資料提供 五泉市理科教育センター専任所員� 武藤　常男　様
  （前阿賀町立津川小学校長）

  五泉支部長･文� 五泉市立村松小学校長� 上之山達朗　様

３年ぶりに対面で定時評議員会開催
  　緑の木陰が心地よい季節になりまし

た。私は毎年、この時期、田上町の「護
摩堂山」を訪れます。登山口から緑に囲
まれた緩やかな遊歩道を上ること40分。
越後平野を一望する山頂に約３万株の紫

陽花が咲き誇り、その美しさに魅了されます。早く、コロ
ナ禍が収束し、気兼ねなく各地を巡りたいものです。
　さて、財団では去る５月25日にANAクラウンプラザホ
テル新潟において、定時評議員会を３年ぶりに開催いたし
ました。議事で、令和３年度事業報告・決算及び監査報
告、欠員理事・監事の選任が承認されました。書面決議で
はなく、評議員の皆様に直接対面で財団の運営状況をご理
解いただくことは、財団を預かる者として、自信をもって
今後の財団運営に当たることができます。お集まりいただい
た評議員・理事・監事の皆様には心より感謝申し上げます。
　ところで、現在の厚生財団の団員数は22,548名（令和

４年３月31日現在）です。前年度より、316名減少していま
す。毎年、90％を超えていた新採用教職員の加入状況は、
ここ３年間90％を割り、減少傾向にあります。大量退職
が続く中で、いかに減少を抑え、団員数を確保するかが、
財団の課題です。現職団員の皆様には、是非とも、未入団
の若い方々へ、「財団の積立金は全額戻って来るし、祝い
金・見舞金ももらえるよ。必要なときはお金を借りられる
し、入団して損はないよ。」と勧誘のお声がけをいただけ
れば幸いです。
　最後に、コロナ禍の収束にはまだ時間がかかりそうで
す。皆様が楽しみにしている「退
職を祝う会」、「継続団員連絡会」
はもう暫くお時間をいただきたい
と思います。団員の皆様に一日も
早くお目にかかり、楽しい時間を
持てることを祈念しております。

理事長　坂　井　育　男

沢の流れ沢の流れ 冬のどっぱら清水冬のどっぱら清水

新潟県の名水

■�胴腹（どっぱら）清水

　　胴腹（どっぱら）清水は、五泉市の名峰「菅名岳」の中腹の山の斜面に開いた岩の間から湧き出ていて、胴腹（どっぱら）清水は、五泉市の名峰「菅名岳」の中腹の山の斜面に開いた岩の間から湧き出ていて、
湧出量は、毎分約600リットルと豊富な水量を誇っています。水質は、ほぼ中性～アルカリ性の軟水です。湧出量は、毎分約600リットルと豊富な水量を誇っています。水質は、ほぼ中性～アルカリ性の軟水です。
　周辺は、ブナやカツラの巨木、ユキツバキをはじめとする豊かな樹林であり、水源はこれらの原生林の　周辺は、ブナやカツラの巨木、ユキツバキをはじめとする豊かな樹林であり、水源はこれらの原生林の
保水機能によって支えられています。「寒九の水汲み」保水機能によって支えられています。「寒九の水汲み」※※で親しまれ、「新潟県の名水」にも指定されています。で親しまれ、「新潟県の名水」にも指定されています。

※�寒九の日（寒の入りから9日目。１月の中旬頃）に、山のくぼみから涌き出る水を汲む。ここで汲まれた清水は、『清酒※�寒九の日（寒の入りから9日目。１月の中旬頃）に、山のくぼみから涌き出る水を汲む。ここで汲まれた清水は、『清酒
菅名岳』の仕込み水として使用される。昔からの言い伝えで、『この日に水を汲むと腐らない』『一年で一番水が澄む日』菅名岳』の仕込み水として使用される。昔からの言い伝えで、『この日に水を汲むと腐らない』『一年で一番水が澄む日』
とされている。とされている。
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令和４年度　役職員の紹介

◆厚生財団職員◆
事務長　田 中 英 幸　　　主　査　茂 野 恵 子　　　主　査　山 口 隆 行　　　主　任　今　井　典　昭
主　任　渡　辺　美　季　　　書　記　渡　邉　　　健　　　書　記　長谷川あゆ美

◆評議員・支部長◆
支　部 評 議 員 所　属　所　名 支　部 支　部　長 所　属　所　名
新潟北区 小坂井秀行 松浜小学校 新潟北区 長谷川　智 葛塚小学校
新潟東区 小林　裕之 竹尾小学校 新潟東区 佐々木克己 東山の下小学校
新潟中央区 吉田　　亨 上所小学校 新潟中央区 根岸　恵美 万代長嶺小学校
新潟江南区 門倉　純一 亀田東小学校 新潟江南区 渋谷　　徹 亀田小学校
新潟秋葉区 北村　　宏 結小学校 新潟秋葉区 間嶋　　哲 新津第一小学校
新潟南区 阿部　祐子 根岸小学校 新潟南区 小林　　武 大通小学校
新潟西区 滝澤　　豊 立仏小学校 新潟西区 浅野　秀之 新通小学校
新潟西蒲区 板垣　英樹 松野尾小学校 新潟西蒲区 上澤田　誠 巻北小学校
新潟市中学校 塚野　義孝 亀田中学校 新潟市中学校 小川　裕一 鳥屋野中学校
長岡・三島 平原　哲雄 中島小学校 長岡・三島 今泉　祐治 旭岡中学校
上　　　越 遠藤　和英 高志小学校 上　　　越 鈴木　克典 直江津中学校
三　　　条 山崎　睦子 裏館小学校 三　　　条 本間　康夫 栄中学校
柏崎・刈羽 阿部　　浩 刈羽小学校 柏崎・刈羽 永井林一郎 瑞穂中学校
新　発　田 萩野　喜弘 第一中学校 新　発　田 井上　正裕 外ヶ輪小学校
小　千　谷 今成　　満 和泉小学校 小　千　谷 佐藤　浩一 小千谷小学校
加茂・南蒲 栗林　　操 田上中学校 加茂・南蒲 小畑一二美 加茂小学校
十日町・中魚 宮澤　　均 南中学校 十日町・中魚 松澤ゆりか 十日町小学校
見　　　附 水戸　　巌 西中学校 見　　　附 後藤　正美 見附小学校
村上・岩船 松田　洋平 村上小学校 村上・岩船 木村　　博 岩船中学校
燕・西蒲 新井田義一 分水中学校 燕・西蒲 二平　芳信 吉田小学校
糸　魚　川 吉田　和則 能生中学校 糸　魚　川 中澤　和仁 能生小学校
妙　　　高 西條　敏一 新井北小学校 妙　　　高 桒原　陽一 新井中学校
五　　　泉 髙津　清一 愛宕小学校 五　　　泉 上之山達朗 村松小学校
阿賀野・北蒲 丸田　磨里 聖籠中学校 阿賀野・北蒲 鈴木　正彦 水原小学校
佐　　　渡 嶋見　靖之 両津中学校 佐　　　渡 山田　裕之 金井小学校
胎　　　内 池田　裕之 胎内小学校 胎　　　内 中村　祐一 中条小学校
魚　　　沼 佐藤　茂幸 小出小学校 魚　　　沼 石津　　忠 堀之内小学校
南　魚　沼 田中　和徳 城内小学校 南　魚　沼 渡辺　和人 六日町中学校
東蒲原郡 稲生　一徳 阿賀津川中学校 東蒲原郡 堰　　　毅 上川小学校
高等学校 保坂　　哲 高田北城高等学校 高等学校 小竹　聖一 新潟中央高等学校
高等学校 内田　卓利 三条高等学校 － － －
高等学校 仲野　　孝 新潟商業高等学校 － － －
特別支援学校 内山　　徹 吉川高等特別支援学校 特別支援学校 吉橋　　哲 長岡市立高等総合支援学校
大　　　学 － － 大　　　学 萱場　龍一 新潟大学工学部
新 事 研 高橋　睦美 村上小学校 － － －

◆顧問・理事・監事◆
職　名 氏　名 所　属　所　名 職　名 氏　名 所　属　所　名
顧 問 涌井　昭夫 新潟県教職員厚生財団 理 事 小海　信幸 長岡市立阪之上小学校
顧 問 桑原　直哉 新潟県教職員厚生財団 理 事 若月　典明 長岡市立表町小学校
顧 問 金子　淳嗣 新潟県学校生活協同組合 理 事 佐藤　理仁 上越市立城北中学校
理 事 長 坂井　育男 新潟県教職員厚生財団 理 事 佐藤　人志 上越市立大手町小学校
副理事長 岡島　祐次 新潟県教職員組合 理 事 阿部　　勉 上越市立大町小学校
専務理事 猪股　博英 新潟県教職員厚生財団 理 事 新井　秀和 新潟県学校生活協同組合
常務理事 堀井　重人 新潟県教職員厚生財団 理 事 吉澤　　環 新潟県学校生活協同組合
理 事 小川　正樹 新潟県立新潟高等学校 理 事 徳留　信登 新潟県教職員組合
理 事 灰野　正宏 新潟県立新発田高等学校 監 事 淡路　弘幸 長岡市立東北中学校
理 事 岡村　浩之 新潟県立新潟よつば学園 監 事 若林　靖人 小千谷市立小千谷中学校
理 事 大橋　伸夫 新潟市立白新中学校 監 事 石津　真澄 新潟県教職員組合
理 事 山田　浩之 新潟市立新潟小学校 監 事 星野　　篤 大樹生命保険（株）新潟支社
理 事 相澤　祐助 新発田市立御免町小学校

厚生財団　広報 №１３３ 2022.７.１
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◆ 厚生費贈与事業
①普通厚生費� 総　　額 3,087万円 �
� 一人平均贈与額　　　　　　　�1,369円

年度末に全団員に贈与（個人の積立金に繰入れ）

②特別厚生費
種　　別 件　数 贈　与　金　額

弔 慰 金 60件 613万円
災 害 見 舞 金 19件 59万円
病 気 見 舞 金 499件 993万円
香 げ 料 1,346件 2,140.5万円
結 婚 祝 金 323件 1,590万円
就 学 祝 金 543件 1,080万円
出 生 祝 金 644件 1,280万円
永 年 団 員 祝 金 1,507件 4,491万円
合　　計 4,941件 1億2,246.5万円

◆ 団員数・厚生資金積立金　　 令和４年３月31日現在
団�員�数 厚生資金積立金

現　職　団　員 17,758人 238億7,984万円
継　続　団　員 4,790人 110億3,710万円
合　　計 22,548人 349億1,694万円

◆ 新規貸付状況
種　　別 件　数 貸　付　金　額

生 活 資 金 467件 2億8,884万円
自 動 車 資 金 194件 3億1,055万円
結 婚 資 金 6件 750万円
入 学 資 金 28件 5,990万円
学 資 金 59件 9,980万円
住宅・宅地資金 18件 7,550万円
合　　計 772件 8億4,209万円

◆ 生命保険団体取扱い事業
種　　類 内　　訳

普　通　保　険 保有件数 3,870件
保険金額 187億6,460万円

教職員年金制度 加入人数 1,724人
加入口数 46,498口

◆ 厚生・補助・あっせん事業
種　　類 内　　訳

教 職 員 手 帳 現職団員（希望者）と継続団員
総 合 健 診 等
受 診 料 補 助

総合健診（人間ドック） 1,380人
オ プ シ ョ ン 検 診 1,942人

退職準備金借入 0件

正味財産増減計算書
令和３年４月１日～令和４年３月31日

（単位：円）
経常増減の部
　経常収益 555,988,150
基本財産運用益 405,000
特定資産運用益 595
資金運用収益 478,139,403
事業収益 77,429,852
雑収益 13,300

　経常費用 412,981,449
事業費 223,264,053
管理費 189,717,396

　当期経常増減額 143,006,701
経常外増減の部
　経常外収益 0
　経常外費用 0
　当期経常外増減額 0
正味財産の部
　税引前当期一般正味財産増減額 143,006,701
　法人税、住民税及び事業税 70,000
当期一般正味財産増減額 142,936,701
一般正味財産期首残高 3,206,679,644
正味財産期末残高 3,349,616,345

貸  借  対  照  表
令和４年３月31日現在

（単位：円）
資産の部
　流動資産 3,320,517,945
現金・郵便振替・普通預金 1,614,207,689
定期預金・有価証券 1,620,000,000
前払金・未収金等 86,310,256

　固定資産 35,082,617,306
基本財産（有価証券） 50,000,000
特定資産（退職給付引当・記念事業引当） 73,299,000
償却資産（建物・構築物・什器備品） 222,041,909
土地 163,258,520
貸付金 3,427,837,847
有価証券 31,146,180,030

資産合計 38,403,135,251
負債の部
　流動負債 73,282,979
　　未払金等 3,985,714
　　保険料預り金 66,035,846
　　期末勤勉手当引当金 3,261,419
　固定負債 34,980,235,927
　　積立金 34,916,936,927
　　退職給付引当金・役員退職慰労引当金 63,299,000
負債合計 35,053,518,906
正味財産の部
　一般正味財産 3,349,616,345
正味財産合計 3,349,616,345
負債・正味財産合計 38,403,135,251

　正味財産は、貸借対照表の資産から負債を引いた額で、
企業会計の純資産に該当するものです。
　また、「正味財産増減計算書」は当該年度の正味財産の
増減状況を適正に表示したもので、企業会計の損益計算書に
該当するものです。

◆ 公益目的支出計画実施報告書　平成26年４月１日～令和４年３月31日
１．公益目的財産額 14億� �435万円
２．当該事業年度の公益目的支出累計額（①＋②－③） 1億7,517万円
　①前事業年度末日の公益目的支出累計額 1億5,494万円
　②当該事業年度の公益目的支出の額（令和３年４月１日～令和４年３月31日） 2,023万円
　③当該事業年度の実施事業収入の額 0万円
３．当該事業年度末日の公益目的財産残額 12億2,918万円

令和３年度　会計決算・事業報告

2022.７.１	 厚生財団　広報	№１３３
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 事 業 案 内

■ 新潟 県民のための教育・文化活動助成事業　  新潟県内の教育振興に寄与する
団体や事業を支援しています

　地域の伝統文化・芸術の継承活動や教職員同士のサークル活動、研究指定を受けた学校・団体

などを対象とした、令和４年度の「普通事業助成」の申請を受け付けています。希望する団体は、

厚生財団ホームページから「普通事業助成申請書」を取得し、期日までに申請してください。

  助成対象   １．伝統文化・芸術、サークル活動等　  申請期限  　 令和4年10月31日（月）
２．研究指定校・研究物発刊団体等� 　当日消印有効

　昨年度に引き続き助成を希望する団体も、改めて申請が必要です。詳細については厚生財団まで

お問い合わせください。

■ 各種資金の貸付　　　   申し込みは随時受付、資金は最短で翌日送金

　現職団員は入団後６ヶ月以上経過すると、貸付事業を利用できます。

　手続きは団員マイページの「Web申請書」から、借用に関する書類を作成・印刷し、貸付種別ごとに

必要な添付書類と併せてお送りください。

貸付種別 貸付限度額 利　率 返済回数
生活資金貸付金� ※ 5�～�200万円���　　※

年�0.9％

24 ～ 72回
自動車資金貸付金 10�～�300万円 36 ～ 72回
入学資金貸付金

20�～�300万円 48 ～ 120回
学資金貸付金
結婚資金貸付金

50�～�300万円 72 ～ 120回
災害資金貸付金

住宅・宅地資金貸付金 100�～�1,300万円
（５年後の退職一時金＋２００万円まで） 60 ～ 240回

　※継続団員は、積立金の範囲内で生活資金のみ利用できます。

  必要書類    ①�各種資金借用証書　　②�一般資金貸付借受申込書／住宅・宅地資金貸付借受申込書
　　　　　　　�③�添付書類　（詳細は厚生財団ホームページ「書式集」の、「説明要項と返済月額表」をご覧ください）

■ 拠出型企業年金保険　新潟県教職員年金制度　  　令和４年度 募集期間のお知らせ

　今年度は下記の期間に加入を募集いたします。詳細は８月に各所属へお送りするパンフレットを

ご覧ください。引受保険会社は大樹生命保険株式会社です。

【予定利率】

　年０.７５％　（令和４年７月１日より）

※�すでに当制度へ加入している団員につい
ても、同日より上記の予定利率が適用さ
れます。

　　　新規加入・増口　募集期間　　　

令和4年 9月 1日（木） から
令和4年10月14日（金） まで
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（注１）予定利率は将来にわたって保障されるものではものではありません。また予定利率は2022年7月1日以降のものであり今後変更される場合がございます。
（注２）加入日（責任開始日）現在、新潟県教職員厚生財団の現職団員で満18歳以上満55歳未満（昭和43年1月2日～平成17年1月1日生まれ）の方。

なお、掛金払込完了年齢（満60歳）まで払込期間が10年未満（昭和47年11月30日以前生まれ）の方は、個人年金保険料控除の適用は受けられません。
（注３）2022年5月現在の税制に基づいた記載です。今後税制の改正が行われた場合には記載内容と相違する場合があります。なお、2012年1月より生命保険料控除

が改正されましたが、当制度については2011年12月31日以前に締結された契約であるため旧制度の生命保険料控除額の適用が継続されます。
※ご加入の際には、パンフレットにて詳細を必ずご確認ください。

（　正　式　名　︓　拠　出　型　企　業　年　金　保　険　）

お問い合わせは　０２５－２４３－６８７７　大樹生命 新潟支社　まで

一般財団法人 新潟県教職員厚生財団　（引受保険会社　大樹生命保険株式会社） 大樹-KB-2022-293

大樹生命からのお知らせ
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積立金や貸付金の残高確認は団員マイページで
　「払込残高明細書」で払込金・残高の確認　　「Web申請書」で書類の取得

新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団 検索検索

ホームページからアクセス！　ログインＩＤ・パスワードをお忘れの場合はご連絡ください。

「継続団員連絡会」および、
「退職を祝う会」の開催中止について

　令和４年度の「継続団員連絡会」は、開催を

中止とさせていただきます。

　新型ウイルス禍の収束にはまだ時間がかかり

そうなことから、感染症拡大防止の観点を踏ま

え、一昨年、昨年に引き続いてやむを得ず中止

の判断をさせていただきました。

　同様に、「退職を祝う会」についても今年度の

開催を中止いたしました。誠に残念ではござい

ますが、皆様の健康・安全を最優先に考えさせ

ていただきました。何卒、ご理解をお願い申し上

げます。

　なお、延期や代替事業の実施はありません。

来年度は無事に開催できることを願っています。

「永年団員祝金」振込口座報告のお願い
　令和４年度の永年団員祝金該当者へご案内を送付

しました。下記の現職団員は期日までに「振込口座
連絡票」の返信をお願いします。

　祝金の送金日は９月３０日（金）です。

在団年数 該当者の入団年度
10年 平成23年度（2011年度）入団
20年 平成13年度（2001年度）入団

【提出期限】�令和４年７月２９日（金）
※�在団年数25年以上の方は、退職時に一括贈与されるため、

ご案内は送付していません。

教職員手帳の変更は９月末日まで
　現職団員の希望者へ、手帳またはダイアリーを贈

与します。前年と品目を変更するときは、手帳内の

「教職員手帳等の申込票」にて９月末日までにお申

し込みください。

　なお、継続団員（再任用を含む）に加入している

方は、一律に手帳をご自宅へ送付します。

2022.７.１	 厚生財団　広報	№１３３
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☆この広報紙は地球の緑を守るため、再生紙を使用しています。

　星空は、私たちにとって身近な存在であり、世界の
各地で星に関係する祭りや行事が見られる。
　今回は、日本の伝統行事の「七夕」と「中秋の名
月」を取り上げる。これらの行事について、特に日付
に注目してみよう。

★星と伝統行事･･･問題編
　今こそすべての日本国民に問う。何も考えず、
ボーッと生きていると５歳の女の子に叱られる！
問題【１】･･･「七夕」はなぜ梅雨？
　みんなが知っている「七夕伝説」によると、年に一
度、天帝のお情けで７月７日の夜にだけ会うことがで
きる織姫と彦星。でも、７月７日は「梅雨」の真っ最
中で晴れる日はめったにない。「こんな日に会ってい
いと言われても･･･」と思ったことはないだろうか？
問題【２】･･･「中秋の名月」はなぜ毎年違う日？
　「中秋の名月」は、最も身近な天体である月を愛で
る伝統行事で、今年は９月10日がその日。でも、昨年
は９月21日、一昨年は10月１日であった。
　「七夕」は毎年７月７日と決まっている。でも「中
秋の名月」は毎年違う日なのはなぜか。また、満月は
夏や冬でも見えるのに「お月見」はなぜ秋なのか。

★星と伝統行事･･･回答編
　この二つの問題に答えられるだろうか？
　物知りの５歳の女の子はその答えを知っている。
　　･･･「昔と今では、暦が違っているからぁ！」
　天体は、一定の物理法則に従って運行しているた
め、規則的に見え方が変化する。その規則性をもとに
時間の流れを表したものが「暦」である。
　太陽の動きをもとにしている今の暦「新暦」に対し
て、昔の暦「旧暦」は基本的に月の満ち欠けをもとに
して作られた。「新月」の日が「一日」であり、次の

「新月」までの約29.5日が「一月」である。毎月の３
日には必ず三日月が見える。月の形で日付が分かるの
で便利だ。でも１年は354日となり、そのままだと季
節が少しずつずれ、そのうちお盆に雪が降ることに
なってしまうため、数年ごとに閏月を設けることで調
整した。
　旧暦のお正月は、二十四節気の「雨水」の直前の新
月の日。今年は２月１日がその日であり、新暦と旧暦
は約１ヶ月違う。だから人々は「新春を寿ぎ･･･」と真
冬に新年を祝い、桃が咲かない時季に桃の節句を祝う。

回答【１】「七夕」･･･日付を重視したからぁ！
　伝統的な「七夕」
は今の暦の８月で
あった。(今年は８
月４日) 
　この時期なら晴れ
る日も多く、半月少
し前の月が西に傾く
頃、天の川と共に織
姫と彦星が南の空に
きれいに見える。
　しかし「七夕」
は、「七」の方を重
視したため、月齢と
は無関係に、新暦の
７月７日になった。
日本ではまだ雨が降
り続く季節である。
回答【２】「中秋の名月」･･･月の形を重視したからぁ！
　「中秋の名月」は、旧暦の８月15日の月を鑑賞する

行事。「十五夜」とも言
うので、15日目の月

（ほぼ満月）が出ている
必要がある。
　日付よりも月の形を
重視したため、この行
事は旧暦の８月15日に
当たる日に行われるこ
とになり、毎年日付が
違う。

　また、夏や冬の満月は低すぎたり高すぎたりで鑑賞
には不向きである。空気が澄んでいて高さもちょうど
よい秋の月を人々は愛するようになった。

★「七夕の星を見る会」と「中秋の名月を見る会」
　星のふるさと館では、毎年「七夕の星を見る会」と

「中秋の名月を見る会」を実施している。星空観望に
先立ち、「七夕」や「月」に関する「ミニ講座」で行事
の由来や意義、その日の見どころについて解説する。
　国立天文台は、七夕の日には明かりを消し、暗い夜
空に輝く多くの星と天の川に目を向けようと呼びかけ
ている。たまには星空を見上げ、伝統的な行事の良さ
を噛みしめてみてはいかがだろう。

鈴 木 　 恒 夫（上越清里星のふるさと館）

天の川と七夕の星（2020年8月）

満月（2022年4月スマホで撮影）

新潟県自然科学シリーズ

第５回第５回　　星空と私たちの生活　その１星空と私たちの生活　その１
　　「七夕」「七夕」とと「中秋の名月」「中秋の名月」  
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